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議員の一般質問で、よく町長等が「その件については今後検討します」との答弁があります。今

回の特集は令和２年３月、６月、９月、12月議会の１年間で各議員が行った一般質問の答弁で、この

「検討します」のその後を追いました。その結果は検討され実施されていたことが分かりました。

（松石 信男）

ど う な っ た ？

問 認知症本人、および家族が安心して暮らせる環境を求む。

（松石健児議員・令和２年３月議会）

結果 介護予防研修を令和２年度から開始しているが、今年度久留米大学と協議し、介護予

防研修メニューの改善を行った。

問 性別に関係なくスカートかスラックスの選択導入の学校が増えている。冬の寒さ対

策、動きやすさなどの機能性、LGBT（性的少数者）への配慮が必要だ。

（大久保由美子議員・令和２年３月議会）

結果 令和５年度からのLGBT等に配慮した制服導入に向けて準備していく。

問 町営住宅の本桜団地・割田団地の入居改善はどの

ようなものか。

（天本勉議員・令和２年６月議会）

結果 高層階の空き室に風呂釜、浴槽、給湯器の設置、和

室をフローリングにした。

問 新型コロナ後こそ農林業に興味を持つ人が増える。町独自策を打ち出せる職員育成が

重要だ。 （末次明議員・令和２年９月議会）

結果 林業の専門家として来年度集落支援員を雇用予定。

問 学校給食の助成は県内８割の町で実施している。子どもの貧困対策のためにも学校給

食の助成を提案する。 （松石信男議員・令和２年９月議会）

結果 現在検討中。
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｢検討します」は特
集

一般質問

追 跡
答
弁
が

問 町民に対して「教育プラン」のダイジェスト版の作成、配布の検討を。

（河野保久議員・令和２年９月議会）

結果 令和３年７月に概要版を作成し配布した。

問 町内公共施設のトイレは現在の生活様式に合って

いない。洋式化の予定はどうか。

（大山勝代議員・令和２年12月議会）

結果 屋外トイレはほぼ洋式化した。

問 高度の医療技術でガンを治療する先進医療は保険適用がないため治療費が高額とな

る。その一部を助成できないか。 （鳥飼勝美議員・令和２年12月議会）

結果 県内では１自治体しか実施がなく、現状では考えていない。

問 町の公共施設で手すりがない所がある。高齢化が進

むなかで整備が必要ではないか。

（桒野久明議員・令和２年12月議会）

結果 手すりのない階段の調査が終了したので、優先順位を

付けて対応する。

問 老朽化した地区公民館の建て替えの補助はどうしているのか。

（重松一徳議員・令和２年12月議会）

結果 補助上限額を400万円から600万円に引き上げた。

問 葬祭公園の広域利用、新築移転、現地建て替え等

今後の未来を、いつ町民に示すのか。

（中村絵理議員・令和２年９月議会）

結果 修繕・改修等により長寿命化を図りながら、令和

20年度に建て替えを予定している。
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第３回臨時会（11月29日）

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案36
一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に
関する条例等の一部改正について

議案39 令和３年度一般会計補正予算（第９号）

議案37
町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正について

議案40
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

議案38
町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正について

議案41 令和３年度下水道事業会計補正予算（第３号）

全会一致で可決した議案

第４回定例会（12月6日∼16日)

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案42
押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について

議案49
佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の増加及び同組合規約の変更について

議案43 課設置条例の一部改正について 議案50 令和３年度一般会計補正予算（第10号）

議案45
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について

議案51
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

議案46
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

議案52 令和３年度下水道事業会計補正予算（第４号）

議案47 国民健康保険条例の一部改正について 議案53 令和３年度一般会計補正予算（第11号）

議案48
町営駐車場の設置及び管理に関する条例の一
部改正について

議案54 令和３年度一般会計補正予算（第12号）

全会一致で可決した議案

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

品

川

義

則

松

石

信

男

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議案
番号

議 案 名

議案44
育英資金貸付基金の設置、管理及び処分に関する条例の
一部改正について

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません

反対討論
議案の内容について反対はしないが、議案が議決する前に町広報で全町民に報じられたこと
は遺憾である。執行部が議会の議決権を軽視したことを抗議しこの条例改正に反対する。

品川議員

一般会計補正 期末手当を減額
予算総額 79億7860万円に

臨
時
会

第
３
回

人事院勧告により職員、議員、町長、副町長、教育長の期末手当の支給月数を引

き下げることによる減額
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一般会計補正 10億2286万円追加
予算総額 90億146万円に12

月
議
会

■ 主 な 事 業 ■

子育て世帯へ臨時特別給付金

18歳以下の子どもがいる子育て世帯を支援

するため、対象児童１人につき10万円を支給

する。 事業費：２億9061万円

住民税非課税世帯等へ臨時特別給付金

住民税非課税世帯やコロナ禍の影響で家計

が急変した世帯に、生活資金支援のため10万

円を支給する。基準日（令和３年12月10日）

事業費：１億7015万円

障害者福祉に関する給付費の増額

障害者総合支援法や児童福祉法に基づく訪

問や支援などのサービス利用者増による増

額。

⑴障害者自立支援給付費：1952万円

⑵障害児通所給付費：5055万円

保育対策費の増額

園児数増による施設型や地域型の保育園等

への給付費の増額。

⑴施設型給付費：2246万円

⑵地域型保育施設給付費：915万円

サガン鳥栖による「サッカー教室」開催の委託料

町内に居住または通学している中学生を対

象に、サガン鳥栖の選手やコーチによるサッ

カー教室を開催し、技術や目的意識を向上さ

せるとともに健康増進を図る。

事業費：55万円

令和3年8月豪雨災害の災害復旧費

⑴公共土木施設災害復旧工事：1100万円

⑵農地農業用施設災害復旧工事：3200万円

⑶林道施設災害復旧工事：9550万円

農業・農村振興整備事業

ほ場整備や農道の新設・改良・舗装などを

行う農業者や団体に対し、補助金を交付する

ことにより農業・農村の振興を図る。

事業費：211万円

サッカー教室の風景（12月末開催）

子育て世帯や住民税非課税世帯等へ臨時特別給付金

８月豪雨災害に伴う災害復旧費等など
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第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

問

企
画
政
策
課
新
設
の
目

的
は
何
か
。

答

国
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
革
︵
自
治
体
Ｄ
Ｘ
︶
を
推

進
し
て
い
る
︒
行
政
手
続
き
の

簡
素
化
等
へ
の
対
応
や
︑
今
後
︑

戦
略
的
な
企
画
を
行
政
の
中
心

と
し
て
担
っ
て
行
く
部
署
の
必

要
性
に
よ
り
︑
総
務
企
画
課
か

ら
総
務
課
と
企
画
政
策
課
に
分

け
る
︒

基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

問

貸
付
条
件
等
の
緩
和
は

良
い
こ
と
だ
が
、
貸
付

金
額
の
増
額
や
減
免
制
度
導
入

は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答

今
回
は
多
く
の
人
に
貸

し
付
け
る
方
法
を
選
択

し
た
︒
そ
の
件
は
︑
今
後
議
論

を
深
め
る
︒

提
案

利
用
対
象
者
へ
の
広
報

や
基
金
財
源
を
確
保
す
る
取
り

組
み
等
、
魅
力
あ
る
制
度
を
構

築
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
施
業
務

委
託
料

55
万
円

問

サ
ガ
ン
鳥
栖
と
の
連
携

協
定
に
伴
う
サ
ッ
カ
ー

教
室
と
の
こ
と
だ
が
、
他
の
ス

ポ
ー
ツ
も
同
様
の
事
業
が
開
催

で
き
な
い
か
。

答

プ
ロ
野
球
選
手
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
陸
上
教
室

等
も
開
催
し
た
︒

提
案

今
後
も
幅
広
い
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
一
つ
の
手
段
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
活
動
を
実
施

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

育英資金貸付基金 貸付条件を緩和育英資金貸付基金 貸付条件を緩和

所
管
事
務
調
査

基
山
町
歴
史
的
文
化
財
の
現
状

基
山
町
に
は
︑
基
山
︵
き
ざ
ん
︶

周
辺
に
広
が
る
国
の
特
別
史
跡

基
肄
城
跡
を
は
じ
め
旧
長
崎
街

道
沿
い
に
は
歴
史
的
風
致
建
造

物
等
が
点
在
︑
歴
史
的
出
土
品

も
数
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
︒

当
委
員
会
で
は
︑
建
造
物
等

の
歴
史
的
価
値
を
高
め
広
報
活

動
に
努
め
る
こ
と
︒
出
土
品
の

図
書
館
で
の
常
設
展
示
︑
大
き

な
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
取
組
記
録
の
保

存
︑
併
せ
て
創
作
劇
等
で
基
山

町
の
歴
史
を
継
承
し
て
行
く
よ

う
提
案
し
た
︒

歴史的建造物 基山商店（基峰鶴）

基山町は子どもたちのスポーツも盛ん

企画政策課は庁舎３階、財政課の隣に設置

改正前

成績優秀

高校生

短大生

大学生

大学院生

６年以内

改正後

勉学の意欲

を有する

高校生

高専(４年以上）

専門学生

短大生

大学生

大学院生

10年以内

項 目

条 件

貸付対象者

償還期間

貸付基金の改正内容貸付基金の改正内容
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第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
営
駐
車
場
の
設
置
や
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問

基
山
駅
前
駐
車
場
の
有

料
化
に
伴
い
、
長
時
間
有

料
駐
車
が
増
え
て
、
送
迎
目
的
の

利
用
者
に
支
障
を
き
た
す
の
で

は
な
い
か
。

答

長
時
間
利
用
者
へ
︑
利
用

目
的
の
啓
発
を
行
い
︑
改

善
が
見
ら
れ
な
い
時
は
料
金
改

定
も
検
討
し
た
い
︒

問

当
駐
車
場
へ
進
入
す
る

際
の
道
路
標
示
が
分
か

り
づ
ら
い
。
今
回
の
整
備
で
改

善
で
き
な
い
か
。

答

安
全
性
を
検
証
し
て
整

備
す
る
︒

提
案

送
迎
用
駐
車
場
の
利
用

向
上
に
努
め
、
円
滑
な
誘
導
表
示

を
行
い
、
歩
行
者
、
車
両
の
安
全

な
通
行
の
確
保
を
提
案
す
る
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問

ど
の
よ
う
な
改
正
か
。

答

国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
︑

書
面
等
に
代
え
て
電
磁

的
記
録
の
提
供
が
で
き
る
︒
保
育

所
︑
幼
稚
園
︑
認
定
こ
ど
も
園
や

小
規
模
保
育
事
業
所
等
の
保
護
者

が
申
請
等
の
簡
素
化
が
図
れ
る
︒

提
案

保
護
者
に
丁
寧
な
周
知

を
行
い
、
個
人
情
報
保
護
の
適
正

な
管
理
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

農
業
・
農
村
振
興
整
備
事
業
補

助
金

２
１
１
万
円

問

農
業
・
農
村
振
興
整
備
事

業
交
付
補
助
金
要
綱
を
、

新
た
に
制
定
す
る
理
由
は
何
か
。

答

生
産
基
盤
整
備
を
重
点

に
規
則
で
運
用
し
て
い

た
が
︑
日
頃
よ
り
農
地
維
持
管
理

に
困
窮
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
︑

補
助
範
囲
の
拡
大
と
補
助
率
の

か
さ
上
げ
を
行
い
︑
経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
制
定
し
た
︒

問

災
害
時
の
農
地
や
の
り

面
の
復
旧
事
業
に
補
助

の
追
加
が
で
き
な
い
か
。

答

農
業
の
振
興
整
備
事
業

は
災
害
復
旧
補
助
事
業

と
分
け
て
行
う
の
が
一
般
的
で
︑

財
政
面
を
含
め
検
討
す
る
︒

基山駅前駐車場を有料化基山駅前駐車場を有料化

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

所
管
事
務
調
査

介
護
保
険
事
業
の
現
状

町
は
基
山
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

相
談
業
務
や
介
護
申
請
受
付

等
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
︒

高
齢
化
率
の
現
状
は
30
．

７

％
︑
そ
の
う
ち
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
率
は
13
．

36
％

で
あ
る
︒

プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策
室
は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
個

別
訪
問
を
開
始
︒
﹁
通
い
の

場
﹂
の
参
加
は
要
介
護
者
に

な
り
に
く
い
効
果
を
上
げ
て

い
る
︒

当
委
員
会
は
︑
広
報
誌
等

に
個
別
訪
問
す
る
馴
染
み
の

な
い
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
写
真
を
添
付
し

て
の
周
知
を
提
案
し
た
︒

日曜日の基山駅前

福祉課で相談中

10区画 障がい者用１台除く

基本料金
駐車時間20分未満は無料
20分以上は 60分/100円
17時〜20時は 30分/150円

時間帯最大料金
(昼間）7時〜17時 600円
(夜間）20時〜7時 500円

区画数

使用料金

区画数と使用料金区画数と使用料金



令和３年12月議会 8

一般質問

問

来
年
度
当
初
予
算
の
重
点
事
業
は

何
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
ダ
メ
ー
ジ
回
復
と
脱

炭
素
社
会
の
構
築
︑
教
育
・
子
育
て
事

業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
念
頭
に
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
く
︒

問

予
算
編
成
方
針
は
、
公
表
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

今
年
度
か
ら
公
表
し
て
い
る
︒

問

予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

10
月
に
予
算
編
成
方
針
策
定
︑
11

月
の
各
課
か
ら
の
予
算
要
求
︑
12
月
財

政
課
査
定
︑
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

町
長
査
定
と
な
っ
て
い
る
︒

問

町
の
財
政
計
画
と
当
初
予
算
は
整

合
性
が
取
れ
る
の
か
。

答

現
在
の
財
政
状
況
は
良
好
な
状
況

で
あ
り
︑
今
年
度
中
に
中
期
財
政
計
画

を
策
定
す
る
︒

問

基
山
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、

消
防
団
の
再
編
、
中
山
間
地
域
の
振
興
、

集
中
豪
雨
へ
の
取
り
組
み
、
園
部
団
地

建
替
事
業
等
に
対
す
る
事
業
展
開
は
。

答

こ
れ
ら
の
事
業
は
︑
重
要
な
課
題

で
あ
り
︑
来
年
度
予
算
の
施
政
運
営
方

針
に
盛
り
込
ん
で
い
く
︒

葬
祭
公
園
︵
火
葬
場
︶
の
建
て
替
え
は

問

築
43
年
を
経
過
し
た
葬
祭
公
園

は
、
老
朽
化
が
進
み
毎
年
高
額
な
修
理

費
が
発
生
し
て
い
る
。
建
て
替
え
は
し

な
い
の
か
。

答

適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
︑

築
60
年
ま
で
に
建
て
替
え
る
︒

問

来
年
度
予
算
編
成
は

答

新
規
事
業
を
策
定
中

鳥と
り

飼か
い

勝か
つ

美み

議
員

築43年が経過し、老朽化が進む葬祭公園

駅
前
周
辺
の
活
性
化
は

問

駅
前
周
辺
の
未
来
像
が
見
え
な

い
。
活
性
化
を
ど
う
進
め
る
か
。

答

今
後
も
所
有
者
等
の
意
向
を
前
提

に
︑
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
︑
中
心
市

街
地
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
︒

問

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
。

答

活
性
化
に
つ
い
て
は
︑
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
頂
い
て
い
る
︒
町
の
魅
力
を

周
知
し
さ
ら
な
る
発
展
を
推
進
す
る
︒

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
は

問

環
境
基
本
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

答

環
境
審
議
会
を
昨
年
度
か
ら
各
３

回
開
催
︒
町
民
や
事
業
者
︑
小
学
生
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
︑
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ

プ
を
実
施
し
︑
町
民
等
の
意
見
を
反
映

し
た
計
画
︵
案
︶
を
策
定
︒
来
年
２
月
下

旬
に
は
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

Ｗ
Ｅ
Ｂ
町
長
室
に
、
脱
二
酸
化
炭

素
の
対
応
を
町
民
か
ら
問
わ
れ
、
回
答

が
２
カ
月
以
上
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

答

質
問
の
時
期
が
環
境
基
本
計
画
策

定
と
重
な
り
︑
環
境
審
議
会
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
︒

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
の
考
え
は
。

答

佐
賀
県
と
同
様
に
︑
国
の
削
減
目

標
︵
２
０
５
０
年
ま
で
に
︑
二
酸
化
炭

素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
︶
を
見
据
え
町
が

で
き
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
を
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
盛

り
込
む
こ
と
で
表
明
と
し
た
い
︒

駅前周辺の活性化を

全員が 町 政 を問う

問

町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
表
明
は

答

実
行
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
で
表
明

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

防
犯
灯
と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答

各
区
か
ら
の
要
望
や
令
和
元
年
度

に
全
区
の
安
全
点
検
を
実
施
し
た
結
果

を
も
と
に
︑
区
長
︑
安
全
な
町
づ
く
り

委
員
と
設
置
箇
所
の
調
査
を
行
い
︑
計

画
的
に
設
置
し
て
い
る
︒
今
後
も
同
様

の
処
置
を
す
る
︒

問

ま
ち
づ
く
り
提
案
で
要
望
を
出
す

判
断
基
準
が
わ
か
り
に
く
い
。
今
ま
で

に
設
置
し
た
箇
所
の
位
置
図
や
写
真

等
、
要
望
が
出
し
や
す
い
環
境
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答

担
当
課
で
検
討
し
︑
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
︒

問

女
性
の
目
線
や
子
ど
も
目
線
で
設

置
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
懇
談
会
等
で
要
望

が
出
て
い
た
が
、
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
調
査
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

答

重
要
な
こ
と
な
の
で
検
討
す
る
︒

消
防
団
員
定
数
の
見
直
し
を

問

消
防
団
員
定
数
１
８
０
人
︵
女
性

団
員
を
除
く
︶
に
対
し
て
欠
員
が
あ
る
。

対
象
者
数
が
町
全
体
で
減
少
し
て
い
る

状
況
下
、
団
員
総
定
数
の
見
直
し
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

団
員
定
数
条
例
の
見
直
し
は
慎
重

に
行
う
︒

問

今
後
も
団
員
の
担
い
手
が
不
足
す

る
の
で
、
自
主
防
災
組
織
を
充
実
さ
せ

防
災
力
維
持
を
図
る
べ
き
だ
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
︒

頑張れ消防団

問

令
和
３
年
３
月
議
会
で
、
﹁
途
中

で
受
け
付
け
を
終
了
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
補
正
予
算
を
組
ん
で
継
続
す

る
こ
と
﹂
と
提
案
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
、

で
き
な
い
の
か
。

答

令
和
元
年
も
途
中
で
受
け
付
け
を

終
了
し
て
い
た
︒
今
年
度
だ
け
︑
補
正
を

組
む
と
公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
︒

問

子
育
て
世
帯
や
若
者
が
基
山
町
に

移
住
・
定
住
し
て
い
る
の
を
応
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
継
続
支
給
を
。

答

今
年
度
は
で
き
な
い
が
︑
来
年
度

か
ら
対
象
者
全
世
帯
に
支
給
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
︒

平
成
28
年
度
か
ら
、
子
育
て
・
若

者
世
帯
の
住
宅
取
得
補
助
金
制
度
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
予
算
︵
２

千
万
円
︶
の
範
囲
内
で
の
補
助
金
︵
最

高
70
万
円
︶
交
付
の
た
め
、
今
年
度

は
９
月
に
受
け
付
け
を
終
了
し
た
。

住
宅
取
得
補
助
金
の
年
内
継
続
支

給
を
求
め
て
質
問
し
た
。

問

当
初
、
何
件
分
を
予
算
化
し
て
い

た
の
か
。

答

平
均
40
万
円
で
50
件
し
て
い
た
︒

56
件
で
受
け
付
け
を
終
了
し
た
︒

問

受
け
付
け
終
了
後
、
来
庁
さ
れ
た

件
数
は
。

答

来
庁
し
て
の
相
談
は
５
件
︑
電
話

で
十
数
件
の
相
談
も
あ
っ
た
︒

問

年
度
内
に
予
算
を
組
み
、
対
象
者

に
補
助
金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

答

当
初
か
ら
予
算
の
枠
内
で
先
着
順

と
し
て
い
た
の
で
︑
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
︒

僕もお手伝いするよ

問

町
民
の
安
全
性
は
担
保
で
き
て
い
る
か

答

安
全
性
は
確
保
で
き
て
い
る

品し
な

川が
わ

義よ
し

則の
り

議
員

問

子
育
て
住
宅
補
助
金
の
継
続
支
給
を

答

来
年
度
か
ら
対
象
者
全
世
帯
に
支
給

重し
げ

松ま
つ

一か
ず

徳の
り

議
員
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一般質問

児
童
増
で
基
山
小
の
受
け
入
れ
は
万
全
か

問

児
童
増
で
教
室
の
増
設
工
事
が
始

ま
り
24
学
級
と
な
る
。
国
は
令
和
７
年

度
ま
で
に
全
学
年
35
人
学
級
の
導
入
を

示
し
た
が
、
教
室
は
確
保
で
き
る
の
か
。

答

全
学
年
導
入
に
な
る
と
︑
通
常
学

級
は
最
大
24
学
級
と
考
え
て
い
る
︒
特

別
支
援
学
級
の
対
象
者
増
に
よ
り
︑
支

援
学
級
教
室
が
必
要
と
な
る
︒

問

増
設
で
通
級
指
導
教
室
が
体
育
館

１
階
へ
移
り
、
職
員
室
も
教
員
増
か
ら

手
狭
で
あ
る
。
施
設
の
環
境
は
適
切
か
。

答

職
員
室
も
検
討
し
て
い
る
︒

投
票
率
向
上
の
啓
発
と
主
権
者
教
育

問

町
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果

は
。

答

投
票
率
66
・
97
％
は
︑
県
内
１
位

で
町
民
の
民
度
が
高
い
と
言
え
る
︒

問

若
い
世
代
の
投
票
率
と
啓
発
は
。

答

10

代

は

51
・
02
％
︑
20

代

は

42
・
18
％
︒
中
学
校
等
に
投
票
記
載
台

や
投
票
箱
を
貸
出
し
て
啓
発
し
て
い

る
︒

問

若
い
世
代
に
も
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登

録
を
促
し
て
、
選
挙
期
間
中
は
積
極
的

に
選
挙
啓
発
を
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

答

今
後
は
︑
期
日
前
投
票
の
前
日
か

ら
投
票
日
に
向
け
︑
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
て

プ
ッ
シ
ュ
型
で
啓
発
し
て
い
く
︒

問

小
中
学
校
で
の
主
権
者
教
育
は
。

答

小
学
校
で
は
６
年
生
社
会
科
で
学

習
す
る
︒
中
学
校
は
社
会
科
と
特
別
活

動
で
︑
生
徒
会
長
選
出
や
議
決
の
流
れ

な
ど
の
選
挙
を
体
験
し
て
い
る
︒

問

投
票
立
会
人
の
一
般
募
集
を

答

区
長
と
相
談
の
上
検
討
す
る

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

答弁中の髙宮選挙管理委員会委員長

高
齢
者
に
配
慮
し
た
ご
み
出
し
方
法

等
の
基
準
策
定
を

問

宅
地
開
発
が
行
わ
れ
る
場
合
の
設

置
基
準
や
、
搬
入
に
苦
慮
す
る
高
齢
者

等
へ
の
、
今
後
の
対
応
策
は
。

答

新
規
開
発
の
集
合
住
宅
や
分
譲
住

宅
等
に
は
︑
｢
基
山
町
ご
み
集
積
所
設

置
基
準
｣
を
令
和
３
年
６
月
に
策
定
し

て
い
る
︒
既
存
の
集
積
所
等
に
つ
い
て

も
︑
新
た
な
基
準
を
設
け
て
適
切
に
対

応
し
て
い
く
︒

温水プール構想の行方はいかに（写真はイメージです）

温
水
プ
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

問

今
年
度
実
施
さ
れ
た
町
長
懇
談
会

で
、
町
民
に
温
水
プ
ー
ル
構
想
を
提
示

し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
。

答

以
前
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
温
水

プ
ー
ル
だ
が
︑
国
の
﹁
２
０
５
０
年
ま

で
に
︑
二
酸
化
炭
素
出
量
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂
の
取

り
組
み
に
合
わ
せ
︑
有
機
物
を
処
理
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
導
入
と
︑
そ
こ

で
発
生
す
る
熱
や
電
力
の
有
効
利
用
を

検
討
す
る
中
で
︑
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
︑
提
示
し
た
︒

問

既
存
の
道
路
や
施
設
の
整
備
、
災

害
復
旧
な
ど
財
政
上
の
課
題
も
多
い
。

実
現
可
能
性
は
高
い
の
か
。

答

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
や
温
水
プ
ー
ル

の
規
模
︑
場
所
︑
建
設
費
︑
維
持
管
理

費
︑
投
入
す
る
食
物
残
渣
の
安
定
し
た

回
収
等
︑
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
考
え
ら

れ
る
の
で
︑
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
た
導
入
可
能
性
調
査
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
︒

問

温
水
プ
ー
ル
は
実
現
可
能
か

答

導
入
可
能
性
調
査
を
実
施

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員
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基
山
地
域
ね
こ
サ
ポ
ー
ト
活
動

問

町
民
が
主
体
と
な
っ
た
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活

動
団
体
︵
捕
獲
後
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
い
地
域
に
戻
す
︶
が
け
や
き
台
を

中
心
に
活
動
を
始
め
た
。
町
と
し
て
支

援
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

答

ま
ち
づ
く
り
基
金
事
業
補
助
金
︑

佐
賀
県
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
へ
の
申

請
︑
ど
う
ぶ
つ
基
金
へ
の
行
政
登
録
︑

捕
獲
機
の
貸
出
等
を
考
え
て
い
る
︒

協
議
し
︑
周
辺
地
域
に
支
障
が
な
い
よ

う
進
め
て
い
く
︒

問

今
後
の
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
の
か
。

答

ま
ず
︑
農
振
除
外
の
手
続
き
か
ら

始
め
︑
令
和
４
年
度
に
地
区
計
画
の
手

続
き
を
行
う
︒
令
和
５
年
度
か
ら
事
業

者
に
よ
り
開
発
手
続
き
が
行
わ
れ
︑
早

け
れ
ば
令
和
６
年
１
月
頃
か
ら
造
成
工

事
︑
令
和
７
年
１
月
頃
か
ら
建
築
工
事

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
︒

問

｢農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
に
関

す
る
実
施
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
、
野
口
集

落
の
南
側
の
農
地
︵
三
川
上
・
三
川
下
地

区
︶
に
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
と
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答

約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
産
業
団
地
の

開
発
を
計
画
し
て
お
り
︑
新
た
な
産
業

の
振
興
を
図
り
︑
地
元
雇
用
の
創
出
を

目
指
し
て
︑
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
︒

問

進
出
予
定
業
者
︵
業
種
︶
と
雇
用

は
ど
う
な
の
か
。

答

計
画
で
は
︑
運
輸
業
︵
倉
庫
業
︑

運
輸
に
附
帯
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
︶
の
３

事
業
所
で
あ
る
︒
雇
用
は
66
人
で
︑
そ

の
内
農
業
者
か
ら
の
雇
用
を
15
人
と
考

え
て
い
る
︒

問

開
発
に
よ
る
課
題
と
そ
の
対
応
は
。

答

交
通
量
増
加
へ
の
対
策
や
保
水
機

能
の
低
下
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
︑

道
路
︑
水
路
︑
調
整
池
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
は
︑
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
隣

接
す
る
市
や
佐
賀
県
な
ど
関
係
機
関
と

朝の通学見守り活動も協働の一つ

問

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と

は
何
か
。

答

協
働
を
基
本
理
念
と
す
る
基
山
町

ま
ち
づ
く
り
の
最
高
規
範
で
あ
る
︒

問

協
働
と
は
何
を
指
す
の
か
。

答

町
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
︑
議
会
や
行
政
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
︑
お
互
い
に
協
力
し
合
う
と

い
う
こ
と
︒

問

条
例
の
主
な
項
目
は
。

答

出
前
講
座
︑
町
民
提
案
︑
ま
ち
づ

く
り
計
画
策
定
︑
情
報
公
開
︑
地
域
担

当
職
員
︑
協
働
の
推
進
︑
町
民
か
ら
の

意
見
募
集
等
で
あ
る
︒

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
積
極
的
な
掲

載
や
分
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
等
、
条
例
の
存
在
と
そ
の
内
容
を
町

民
へ
周
知
す
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答

町
民
へ
の
周
知
を
検
討
し
た
い
︒

野口集落南側の開発予定地

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

問

野
口
集
落
南
開
発
計
画
の
メ
リ
ッ
ト
は

答

雇
用
の
創
出
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
っ
て
何
？

答

町
民
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員
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一般質問

中
学
校
の
制
服
見
直
し
に
つ
い
て

問

吉
野
ヶ

里
町
の
三
田
川
中
学
校
で

は
生
徒
が
組
み
合
わ
せ
を
選
べ
る
制
服

を
来
年
の
春
か
ら
採
用
す
る
︒
基
山
町

で
は
ど
う
検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
︒

答

保
護
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
︑
約
８
割
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
配
慮

し
た
制
服
の
見
直
し
に
肯
定
的
だ
っ

た
︒
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
等
の
代

表
で
︑
令
和
５
年
度
新
入
生
か
ら
の
新

し
い
制
服
導
入
に
向
け
︑
準
備
が
進
ん

で
い
る
︒

問

数
年
前
か
ら
男
女
混
合
名
簿
に
変

更
す
る
な
ど
、
学
校
現
場
で
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
意
識
が
進
ん
で
い
る
。
多

様
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
そ
の
変
化
に

対
し
て
、
町
民
の
理
解
度
を
深
め
る
手

立
て
は
ど
う
か
。

答

子
ど
も
た
ち
の
意
識
の
変
化
が
︑

当
事
者
へ
の
配
慮
を
深
め
る
な
ど
大
人

に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
と
思
う
︒

問

棚
田
指
定
地
域
の
恩
恵
は
。

答

農
作
物
の
加
工
品
試
作
︑
販
売
活

動
︑
新
規
導
入
作
物
選
定
︑
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
配
置
支
援
等
の
活
用
可
能
な

事
業
が
増
え
る
︒
ま
た
︑
国
・
県
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
優
先
順
位
は

問

基
山
町
主
導
で
取
り
組
む
支
援
策
は

ど
の
よ
う
な
分
野
に
重
点
を
置
く
の
か
。

答

ま
ず
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
︒
次
に
地
域
産

業
や
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
の
充
実
と

感
染
が
落
ち
着
い
た
後
の
活
気
づ
け
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
︑
関
係
人
口
を
増
加
さ

せ
る
観
光
誘
客
事
業
等
を
実
施
し
た
い
︒

棚
田
地
域
の
再
生
を
進
め
よ
う

問

棚
田
法
指
定
で
耕
作
放
棄
地
化
を

抑
制
し
、
基
山
町
で
農
業
を
や
り
た
い

と
思
う
人
が
増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
ま
ず
は
地
区
を
絞
り
込
ん
で

や
る
気
の
あ
る
地
区
か
ら
取
り
組
め
。

答

こ
の
取
り
組
み
で
耕
作
放
棄
地
の
再

耕
作
に
繋
が
る
︒
成
功
事
例
を
つ
く
る
︒

問

棚
田
法
の
指
定
地
は
農
作
物
作
付

け
以
外
の
利
用
は
で
き
る
の
か
。

答

農
地
の
一
時
転
用
等
の
手
続
き
が

必
要
だ
が
可
能
で
あ
る
︒
現
在
も
棚
田

に
テ
ン
ト
を
設
置
し
︑
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
︒

問

棚
田
地
域
の
所
有
者
は
高
齢
で
後

継
者
が
い
な
い
。
ど
う
取
り
組
む
か
。

答

棚
田
地
域
振
興
法
の
事
業
活
用
で

中
山
間
地
が
活
性
化
し
︑
地
域
の
魅
力

が
増
す
︒
関
係
人
口
増
加
で
人
の
流
出

を
抑
制
し
︑
定
年
帰
農
な
ど
に
つ
な
が

る
︒

可能性が広がる棚田

問

佐
賀
県
は
九
州
で
初
め
て
﹁
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
﹂
を
導
入
し
、

今
年
８
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
。
全

国
的
に
は
１
３
７
自
治
体
に
広
が
っ
て

い
る
。
基
山
町
で
も
そ
の
導
入
の
検
討

が
で
き
な
い
か
。

答

現
行
法
制
度
の
中
で
︑
さ
ま
ざ
ま

な
性
的
指
向
や
性
自
認
の
人
た
ち
の
生

活
上
の
障
壁
を
な
く
す
こ
と
を
目
的

に
︑
﹁
佐
賀
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
﹂
を
導
入
し
た
︒
﹁
受
領
証
﹂
を

利
用
す
る
こ
と
で
県
営
住
宅
入
居
・
県

の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
面
会
等
家
族
同
様

の
取
り
扱
い
が
さ
れ
る
︒

基
山
町

と
し
て
は

制
度
の
広

報
・
啓
発

活

動

を

図
っ
て
い

く
︒

問

棚
田
法
の
指
定
に
期
待
す
る

答

中
山
間
地
域
の
事
業
が
よ
り
進
む

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
制
度
導
入
を

答

広
報
・
啓
発
活
動
を
図
っ
て
い
く

パートナーシップ受領証
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と
の
２
人
で
学
校
図
書
館
の
管
理
・
運

営
を
行
っ
て
い
る
︒

問

運
営
・
管
理
上
の
問
題
点
を
具
体

的
に
示
せ
。

答

図
書
カ
ー
ド
で
の
手
書
き
で
の
貸

出
業
務
を
行
っ
て
お
り
︑
多
く
の
手
間

が
か
か
っ
て
い
る
︒
管
理
運
営
上
︑
バ
ー

コ
ー
ド
の
本
格
的
な
導
入
が
急
務
︒

問

今
後
は
ど
の
よ
う
に
。

答

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
︑
デ
ジ

タ
ル
・
音
声
・
動
画
教
材
の
活
用
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

問

学
校
図
書
館
に
対
す
る
町
の
基
本

的
な
考
え
は
。

答

読

書

セ

ン

タ

ー
・
学

習

セ

ン

タ
ー
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
役
割

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

最
も
重
要
な
役
割
は
。

答

読
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
︒

問

通
常
の
開
館
状
況
は
。

答

基
山
小
は
９
時
20
分
か
ら
16
時
ま

で
︑
若
基
小
は
９
時
半
か
ら
15
時
45
分

ま
で
︑
基
山
中
は
９
時
か
ら
16
時
半
ま

で
と
な
っ
て
い
る
︒

問

蔵
書
数
は
。

答

基
山
小
が
約
１
万
５
千
冊
︑
若
基

小
︑
基
山
中
は
約
１
万
４
千
冊
と
︑
文

部
省
の
示
す
学
校
図
書
館
の
標
準
冊
数

を
満
た
し
て
い
る
︒

問

司
書
等
の
配
置
は
。

答

各
校
に
１
人
ず
つ
図
書
司
書
を
任

用
︒
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
司
書
教
諭

今
こ
そ
大
規
模
な
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を

問

今
心
配
さ
れ
て
い
る
﹁
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
﹂
の
感
染
拡
大
、
８
月
に
最
大
の

感
染
者
と
死
亡
者
を
出
し
た
﹁
第
５
波
﹂

の
反
省
を
踏
ま
え
、
感
染
者
が
減
少
し

て
い
る
今
こ
そ
大
規
模
な
無
料
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
、
無
症
状
の
感
染
者
を
見
つ

け
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

答

感
染
拡
大
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
場

合
︑
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
住
民
が
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
場
合
は
無
料
︑
ま

た
︑
健
康
上
の
理
由
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
無
料
に
な
る
︒

問

自
宅
療
養
で
死
亡
者
を
出
す
こ
と

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
基
山

町
か
ら
出
さ
な
い
対
策
を
。

答

佐
賀
県
は
﹁
第
６
波
﹂
を
想
定
し

て
病
床
を
４
３
４
床
か
ら
５
４
５
床
へ

増
床
︑
宿
泊
施
設
を
４
９
５
室
か
ら
６

１
５
室
ま
で
増
室
す
る
計
画
を
し
て
い

る
︒

問

長
年
に
わ
た
り
負
担
が
重
い
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
提
案
し
て
い
る
。
国

保
に
は
所
得
の
な
い
子
ど
も
も
含
め
世

帯
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
国
保
税

が
高
く
な
る
均
等
割
︵
一
人
当
た
り
３

万
３
８
０
０
円
︶
が
あ
る
。
子
育
て
支

援
や
貧
困
対
策
と
し
て
、
高
校
卒
業
ま

で
子
ど
も
の
﹁
均
等
割
﹂
の
２
分
の
１

減
免
を
提
案
す
る
。

答

来
年
度
か
ら
は
18
歳
以
下
第
３
子

以
降
の
均
等
割
免
除
の
継
続
と
︑
未
就

学
児
の
均
等
割
免
除
を
町
独
自
と
し
て

行
う
︒

問

学
校
図
書
館
の
最
も
重
要
な
役
割
は

答

読
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

河こ
う

野の

保や
す

久ひ
さ

議
員

読書文化の中心施設 町立図書館

問

子
ど
も
の
｢
均
等
割
｣
減
免
を

答

未
就
学
児
は
免
除
す
る

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

３回目ワクチン接種始まる
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あなたの声を町政に！ 参加 延べ37人

町議会と語ろう会のようす

11月４日（木） 防災、まちづくり

11月５日（金） 道路、災害

11月６日（土） 教育、安心安全（防犯)

11月７日（日） 子育て支援、移住定住

テーマ

問 基山町から小郡市に抜ける伊勢山線の大型車

通行量が多く道路の振動が発生している。ハ

ンプ等、スピードが出せない交通規制は出来な

いか。細かい道路維持補修についても早急に

対応してほしい。

議会 道路振動については既に予算を組んでいる。

実施時期を確認する。速度規制は県公安委員

会との協議となるが、地元の利便性への影響

や、振動の再発につながる恐れがあることか

ら、慎重に協議する必要がある。また、地元と

相談したい。

問 基山町は移住定住に力を入れているが中心市

街地と中山間地の定住は違う。どのように分

けて考えているのか。Uターン施策（リフォー

ム代補助等）にも力を入れてほしい。

議会 若者世帯の新居購入や転入費用の補助金制

度による成果は上がっている。郊外移住希望

者には提供家屋が不足している。棚田法の指

定を受け定住と中山間地活性化につながるこ

とを期待したい。

問 公共工事計画室が設置された。計画策定の進

捗状況はどうなっているか。まちづくり提案

書が各区から提出されているが早急に対応し

てほしい。

議会 議会も進捗状況を報告するよう要望してい

るが、明確な回答は受けていない。現在、各区

から提出されている、まちづくり提案も含め確

認する。

問 近年、孤独死が増えている。対策強化を望む。

議会 福祉課に「プラチナ社会政策室」を設置し、

一人暮らしの高齢者や将来その可能性のある

世帯も含め調査と見守り体制づくりを強化し

ている。

道路、災害、子育て支援、移住定住

参加者の声

｢私の意見を聞いていただき、ありがとう。｣

｢参加者がもう少し多いといいのですが。｣

｢他の人の声が聞けて良かった。また参加したい。｣

｢参加することで勉強になりました。｣

住宅近くを通る大型車両
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問 アダプトプログラムとは何を目的にしている

のか。町内幹線道路にゴミを捨てるのは町外

者が多いが、行政は何も手を打っていない。こ

のままでは協働のまちづくりは衰退する。議

員には現状の課題と解決策を議会の仕事とし

て取り組んでほしい。

議会 町民の善意の上で成り立っているのがアダ

プトプログラムだが、町としても善意に頼らざ

るを得ない。現在のままでは誰もする人がい

なくなるので、基山町の環境美化については今

回のご意見をしっかり受け止める。

問 通学路の安全対策だが「歩行者に注意」の看板

や「止まれ」等の表示が消えている。整備する

よう要望しているが整備されていない。途中

経過を報告するとともに危険箇所は事前に点

検すべきだ。

議会 議会としても通学路の安心安全を確保する

ために交通安全対策を最優先でするよう町に

伝える。危険箇所の見回りについては調査内

容、方法について議会で調査する。

意見・要望

・小中学生のタブレット保険を保護者負担でよいの

で全員加入を進めてほしい。（低所得者は補助）

・基山町では待機児童はいないと言っているが受け

入れ先が限定され潜在的な待機はある。

・若者世帯の移住補助金を建設業者だけでなく一部

を地元商店街で使えるようにしてほしい。

・グリーンパークから小松地区間の秋光川は長年整

備されていないため、川幅が狭くなっている場所

や大きな石があり大雨時が不安だ。

・豪雨時の被災農業施設への補助制度見直し。

・コミュニティバスの経路で12区内の狭い道を路線

に指定しているのはなぜか。

・秋口は道路沿いの落葉樹の処理は住民任せになっ

ている。町が予算化して処理してほしい。

参加していただいた皆さまありがとうございました。

第９回 町議会と語ろう会を開催

防災、まちづくり、教育、安心安全

問 災害発生想定の避難訓練を町はやってほしい。

議会 町全体では実施してないが区単位で実施し

ているところがある。自主防災組織も増えて

いる。

問 不登校児童の現状はどうなっているのか。

議会 保健センター２階に教育支援センターを開

設し、教育経験者を採用して、学校にいけない

児童生徒に対応している。

問 基山町消防団には新団員の確保など課題が多

いが各部で抱えている課題は違う。特に現団

員への負荷が大きくなっている。消防団幹部

との意見交換だけでなく、若い世代の声を聴い

てほしい。

議会 機能的な問題は町議会では議論できないが

具体的な問題は基山町の中で議論し問題解決

に繋げたい。令和３年３月までに総務文教常

任委員会の所管事務調査で若い団員の声を聴

きたい。

消防団の課題も多い
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委
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長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

議
会
だ
よ
り
発
行
を
振
り
返
っ
て

基
山
町
の
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
が
初

め
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、
平
成
14
年

の
３
月
議
会
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の

坂
口
常
美
議
長
は
発
刊
に
寄
せ
て
の

中
で
﹁
新
し
い
21
世
紀
を
迎
え
、
地

方
分
権
の
制
度
は
実
行
の
時
代
と

な
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
市
町
村
住
民

は
自
ら
の
課
題
は
自
ら
が
解
決
す
る

自
己
決
定
と
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ

る
と
共
に
、
住
民
自
治
の
充
実
が
強

く
求
め
ら
れ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

私
は
当
時
の
議
会
広
報
編
集
委
員

と
し
て
発
刊
に
携
わ
っ
た
が
、
今
回

80
号
を
迎
え
、﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
が
町

民
の
方
に
読
み
や
す
く
、
開
か
れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
さ
ら
に
研
鑽
に
努
め
町
民

の
期
待
に
応
え
る
議
会
だ
よ
り
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

(
松
石
信
男
)

基
山
町
商
工
会
と
の
懇
談
会

令
和
３
年
11
月
18
日
(
木
)

基
山
町
商
工
会
館

今
年
も
商
工
会
役
員

と
の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
︒

課
題
や
今
後
の
目
標

に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
︑
課
題
に
つ
い
て

は
︑
駅
前
周
辺
再
開
発

や
活
性
化
な
ど
︑
具
体

的
な
意
見
が
出
さ
れ
︑

今
後
の
商
工
会
の
発
展

に
有
意
義
な
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
︒

町
議
会
と
し
て
︑
よ

り
寄
与
で
き
れ
ば
と
考

え
ま
す
︒

令和４年 第１回基山町議会定例会の予定

３月１日（火）〜18日（金）

一般質問 ３月２日（水）〜４日（金）

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

令
和
３
年
11
月
19
日
(
金
)

佐
賀
県
市
町
会
館

｢
町
民
の
皆
様
に
︑
信
頼
と
・
共
感
さ
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
﹂
の

テ
ー
マ
で
講
義
が
あ
り
︑
そ
の
後
︑
基
山
町
の
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
に

つ
い
て
具
体
的
な
指
導
を
頂
き
︑
編
集
の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
ま

す
︒

駅
前
の
活
性
化
で
活
発
な
意
見

町立小学校の学校運営に関する特別委員会を設置

主な取り組み 委員長 大山 勝代

・学級数および施設運営に関する事項 副委員長 天本 勉


